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昨年の 10月に開催された生物多様性条約（CBD）第 10回締約国会議（COP10）。そ

ういえば、新聞やテレビで見たような…。記憶の片隅に残っているでしょうか？この国立公

園だよりでも何度か掲載しましたが、自然環境分野では日本がこれまで経験した中で一番

大きな国際会議でした。では今回は、その会議でどんなことが決まったのか、その一端を

説明したいと思います！ 

 

 名古屋議定書 
 

地球に息づく多種多様な生き物の中には、その成分が薬になるものがあります。そう

した生き物の持つ効能は、探査して発見されるものもあれば、先住民族が伝統的な知

恵として現在に伝えているものもあります。例えば、ある製薬企業が、こうした生き物から

医薬品を作り、莫大な利益を得た場合でも、これまではその利益をその生き物を育んで

きた自然の保全に使ったり、知恵を伝えた先住民族に分配する必要はありませんでし

た。 「名古屋議定書」は、今後そうした利益を、熱帯雨林やサンゴ礁など多くの生き

物の生息・生育地が残されている資源提供国（生き物を提供する国）に還元し、その

自然を守るために使っていこうとするものです。 

 

 

 （新）戦略計画 2011-2020（通称：愛知ターゲット） 

生物多様性条約では、「2010年までに生物多様性の損失速度を著しく減少させる」という目標がありましたが、達成するこ

とができませんでした。その反省を受け、新たに作られた目標は「2020年までに生態系が強靱で基礎的なサービスを提供で

きるよう、生物多様性の損失を止めるために、実効的かつ緊急の行動を起こす」というものです。これに加え、具体的な数値

も含む 20の個別目標や「自然との共生」を掲げた中長期目標（2050年までの目標）が採択されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋久島は世界でも生物多様性が極めて高い場所の１つです。1900 種以上の植物が生育し、

そのうち 94種が屋久島だけにしか生育していない固有種です。 

今回の会議では決まったことは、今後の世界の大きな方向性です。身近な目標ではないため、

イメージしにくいところもあると思いますが、身近な自然を１つ１つ守っていくところから大切にして

いけたらと思います。 

農業、養殖業、林業

が行われる地域が、

生物多様性の保全を

確保するよう持続的

に管理される 

 

☆COP10で何が決まったのか？ 

 

2011 2020 2050 

2050 年までに、生態系サービスを維

持し、健全な地球を維持し全ての人

に必要な利益を提供しつつ、生物多

様性が評価され、保全され、回復さ

れ、賢明に利用される世界にする。 

絶滅危惧種の絶滅及び減

少が防止され、また特に減

少している種に対する保全

状況が維持又は改善する 

少なくとも陸域及び内

陸水域の17％、沿岸域

及び海域の10％を保護

地域として保全する。 
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個別目標（一部） 

\
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※「自然に親しむ集い」のお知らせは、屋久島町のご協力により配布されています。 

   

照照葉葉樹樹のの森森とと海海辺辺のの植植物物観観察察ののごご案案内内  

照葉樹は里の近くにも生えている葉っぱがつやつやと光沢のある常緑の木のこと

です。一見同じような木もそれぞれ違いがあって、それぞれ違う名前がついています。

身近な木の名前を覚えると、見えなかったものが見えてくる！？ 

今回は、屋久島野外活動総合センターの小原比呂志さんと樫村精一さんのお二人

を講師にお迎えしての開催です。ご応募お待ちしています！ 

   
 

共催 ／ 九州地方環境事務所、屋久島町、 財団法人屋久島環境文化財団 

 

開催日時 ／ 平成２３年２月２７日（日）９：３０～１４：００（受付９：１５） 

開催場所 ／ 大川の滝周辺、塚崎海岸 

◇定 員 ／ 20名（先着順） 

◇参加対象 ／ 中学生以上 

◇参加料 ／ １人 ３００円 

   （ご家族で参加される場合は、２人目から１人当たり１００円となります。） 

◇集合・解散場所 ／ 屋久島青少年旅行村 

   （希望者の方は屋久島世界遺産センター（安房）からマイクロバスにご乗車いただけます。） 

◇応募方法 ／２月１4日（月）～２月 20日（日）の間に、電話、メール、ファックスにて、 

屋久島自然保護官事務所までご応募ください。メール・ファックスの場合は、必ず 

住所・氏名・自宅の電話番号・希望する集合場所（安房/栗生）をご記入ください。 

応募は“先着順” とさせていただきます。 

◇服装、持ち物など ／運動靴、動きやすい服装、雨具（カッパ）、お弁当、水筒 

◇その他 ／悪天候等のため中止する場合は、前日午後６時 30分までに電話連絡します。 

 

                              

いきものコラム  
第３回 ヒレンジャク 
今回ご紹介するいきものは、ヒレンジャクです。 

ヒレンジャクはシベリアから冬鳥として屋久島に渡来します。 

ピンっとした頭頂部の冠羽と尾羽の赤い色が特徴的な鳥です。 

日本にいる間は果実食、シベリアにいるときは昆虫食になる 

鳥です。樹上に群れでいることが多いため、タイミングさえ 

合えば多くの個体を観察することができます。 

ぜひ一度、樹上にいるこの鳥を探してみてください。 レンジャク科ヒレンジャク 

1月７日 長峰牧場 


